
 

１ あいさつ・ありがとう・歌声が響き合う、活力のある学校 
２ 学ぶ環境が整い、安心・安全な学校 
３ ふるさとに学び、ふるさとを語り、ふるさとと共に歩む学校 

 
 
 
 
 
 

 
１ プロとしての使命感、教育愛に満ち、

新しい学びに挑戦し続ける教職員 

 
２ 学ぶ楽しさを教え、良い学習習慣を 

身に付けさせることができる教職員 

３ 児童や同僚・家庭・地域の声を聞き、 

協力し合える教職員 

 

■ ＳＤＧｓ大屋の食育を通して「郷土愛」「感謝のこころ」「たくましい体」を育む。 

○大屋校区の特色を生かした食育実践事業を推進し、「ふるさと大屋の素晴らしさ」を学び「生産者や 

調理者の方に感謝する心」「命をいただくという謙虚な心」や態度を育成する。 

○大屋の食育の実践により、地域の食文化の伝承や郷土愛の醸成を持続可能なものにする。 

○大屋校区の特性を生かした様々な体験活動や地域の人材を生かした「ふるさとキャリア教育」等で「ふる 

さと大屋や養父市の素晴らしさ」を実感させ、郷土愛を醸成する。 

■ 知・徳・体のバランスがとれ「確かな学力」を備えた児童を育成する。 

○「主体的対話的で深い学び」をめざした不断の授業改善と、魅力ある授業づくりやドリルタイムの充実に 

よって、学びに向かう態度を向上させ、学力の定着を図る。 

○「上垣守国の日」「そうあんくんの日」の取組を、家庭・地域に広げ、家庭や地域と連携し、家庭や 

社会の一員としての自覚をもたせ、日常生活に生きて働く「自立・自律」の力を育成する。 

○「運動プログラム」や運動の習慣化により、活力ある生活と意欲的な学びの基盤を培い、未来をたくまし 

く生き抜くための体力や運動能力の向上を図る。 

■ 学校が起点となり、家庭・地域と一体となった「小中一貫教育」を目指す。 

○学校・家庭・地域が子どもの成長にかかわる参画者とし連携を進め、コミュニティスクールを推進し、そ

の姿を家庭や地域に発信する。 

○一小一中の利点を生かして「相互乗り入れ授業」を行うなど、小中学校の連携と共通理解を一層進め、「小

中一貫教育」の充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度  学校経営方針 養父市立大屋小学校 

 基 本 理 念  

ふるさと大屋に愛着と誇りをもち 未来に向かって挑戦する  

 学 校 教 育 目 標  

伸びよ 豊かに たくましく 

～未来の郷土を切り拓く児童の育成～ 
 

 

 

 

・憲法 
・教育関係法規 
・国及び県の教育方針 
・市の教育方針 

・地域の願い 
・児童、保護者の願い 
・教職員の願い 
・学級経営方針 

 め ざ す 児 童 像   め ざ す 教 師 像  

心身ともに健康で、 

ねばり強くやりぬく子 

よく考え判断し表現し、 

進んで学習する子 
 

 め ざ す 学 校 像  

思いやりと正しい心を持ち、

とも    共に伸びようとする子 
 

  本 年 度 の 重 点 目 標   



１）○お  大きなあいさつ ○お  多くのありがとう ○や  やさしさ・やる気 大屋っ子 

２）時を守り、場を清め、礼をただす ・・大屋小中一貫の共通実践 

３）ふるさとキャリア教育の充実・・小学校・「ＳＤＧｓ大屋の食育」を通じてふるさと大屋を再発見する。 

４）「上垣守国の日」の取組を進める。（大屋の偉人、上垣守国の偉業に習い、友だちに親切にする、 

家でお手伝いをするなど、人のためになる良いことをしよう） 

実践項目

知：かしこく 徳：やさしく

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 大屋っ子合い言葉と大屋校区共通実践（９年間通して取り組む力点）  

体：たくましく

■ 楽しくわかる授業の実践 

・めあてと振り返りのある授業 

・教材の視覚化、板書の構造化 

など、黒板を見てわかる授業 

■ ドリルタイム・放課後がんば

りタイムの工夫と充実 

■ 基礎学力の定着向上に向けた 

漢字テスト・計算力テストの 

定期的な実践  

■ 主体的に学びに向かう態度の

育成 

■ 読書推進の環境づくり 

・おすすめ本の見直し 

■ 国語の授業研究による、読解

力、伝え合う力の醸成 

■ 道徳授業力の向上 

・講師を招聘した小中合同の 

授業研究 

■ 生活振り返りカードを生か 

した温かい仲間づくり 

■ 縦割り班活動の充実 

・全校遊び、縦割り清掃の推 

進、充実 

■ 特別支援教育「みんなちが

ってみんないい」の観点に

よる学校、家庭教育推進 

■「上垣守国の日」「そうあん

くんの日」実践による自己実

現意識の醸成 

 

 

■ 体育授業の充実 

・養父市運動プログラムを 

  生かした体育授業の充実 

■ チャレンジなわとび、チャ

レンジマラソンの実践 

■ 日常体育の習慣化 

 ・運動場での遊び推進 

■ ねるねるウィークの実践 

 ・睡眠の大切さを意識化 

■ かみかみタイムの継続 

■ ＳＤＧｓの観点による食育 

 ・食べ物を残さず食べよう 

・水を出しっぱなしにしない 

■ みつけ掃除を意識した縦割

り班掃除 

食に関する指導の実践＝ふるさと教育・命の教育へ 家庭・地域との連携 

勤務時間の適正化 小中一貫教育・幼・小・中のつながり 

■水・木・金は「家族」の日  

遅くとも１８時全員退勤で、家族団らん 

■職員会議は１６：３０で終了 

議題の優先順位と後回しの工夫 

■一貫性や連続性のある実践をおこなう。 
６年生の中学校登校・ＳＮＳのきまりなど     

 

■授業規律・学習規律 

９年間を見通し、一貫した指導を行う。 

 

 ①次の授業準備 ②時間を守る ③正しい姿勢 

 

■合同行事・合同研修を行う。 

 小・中合同研修(道徳) ・合同マラソン大会など 

 

■食育事業の実践の中で、外部講師を積極的に招き、

ふるさと教育・命の教育を推進し、家庭・地域にも

広げていく。 

 

■朝ご飯１００％へなど、食事習慣、マナーなどの
啓発を進める。 

■「上垣守国の日」「そうあんくんの日」の継続 

（一日一善・親切・手伝い・読書・自学）推進 


